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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第116期

第１四半期連結
累計期間

第117期
第１四半期連結

累計期間
第116期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　６月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　６月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 4,380,622 4,505,709 18,566,946

経常利益 （千円） 477,668 430,999 2,129,221

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 299,709 260,170 1,080,666

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 339,566 271,933 1,349,378

純資産額 （千円） 16,876,066 18,052,212 17,840,511

総資産額 （千円） 23,571,810 25,020,742 25,419,109

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 39.81 34.56 143.53

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 71.6 72.1 70.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　 当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　 　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

    　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国の成長鈍化や欧州の金融不安など、停滞気味の世界経済

の影響もあり、前連結会計年度後半の緩やかな回復基調から一転して足踏み状態となっております。

　特殊鋼業界の主要な需要先である自動車産業におきましては、海外市場の拡大が続く一方で、エコカー減税の縮

小や軽自動車税増税などの影響により国内需要が盛り上がりに欠け、受注環境は厳しい状況となっております。

　このような環境の中、当社グループの特殊鋼事業につきましては、当社の強みを生かした自動車関連製品の受注

の取り込みや積極的な販売活動を行うとともに、コスト削減や生産性の向上など企業体質の強化を進めてまいりま

した。また、不動産賃貸事業につきましては、より一層のサービス向上に努め、業績は安定的に推移いたしまし

た。

　その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は前年同四半期に比べ125百万円増の4,505百万円、営業利

益は同30百万円減の430百万円、経常利益は同46百万円減の430百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は同39

百万円減の260百万円となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①特殊鋼事業

　売上高は前年同四半期に比べ115百万円増の3,945百万円、セグメント利益（営業利益）は39百万円減の147

百万円となりました。

②不動産賃貸事業

　売上高は前年同四半期に比べ9百万円増の560百万円、セグメント利益（営業利益）は8百万円増の283百万円

となりました。

 

(2）資産、負債及び純資産の状況

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ398百万円減少し、25,020百万円とな

りました。主な要因は次のとおりであります。

・有価証券の償還等により現金及び預金が279百万円増加しております。

・受取手形及び売掛金が341百万円減少しております。

・運用目的の有価証券償還等により有価証券が403百万円減少しております。

　一方、当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ610百万円減少し、6,968百万円となりま

した。主な要因は次のとおりであります。

・未払法人税等が416百万円減少しております。

・前連結会計年度末と比べ引当対象期間が異なるため、賞与引当金が152百万円減少しております。

・設備未払金と未払消費税等の減少等により流動負債その他が69百万円減少しております。

　また、当第１四半期連結会計期間末の純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益260百万円を主な要因とし

て、前連結会計年度末に比べ211百万円増加し、18,052百万円となりました。以上の結果、自己資本比率は前連結

会計年度に比べ1.9ポイント増加し、72.1％となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、30百万円（売上金額比0.7%)であり

ます。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,200,000

計 30,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,550,000 7,550,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100

株であります。

計 7,550,000 7,550,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

 　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 7,550,000 － 827,500 － 560,772

 

（６）【大株主の状況】

 　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　　20,900
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　7,526,000 75,260 －

単元未満株式 普通株式　　　3,100 － －

発行済株式総数 7,550,000 － －

総株主の議決権 － 75,260 －

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

東北特殊鋼株式会社

仙台市太白区長町

七丁目20番１号
20,900 － 20,900 0.28

計 － 20,900 － 20,900 0.28

（注）当第１四半期会計期間末における自己株式数は20,923株であります。

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から

平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,289,727 3,569,657

受取手形及び売掛金 3,685,948 3,344,389

電子記録債権 107,771 144,866

有価証券 1,603,235 1,200,134

商品及び製品 420,344 459,784

仕掛品 1,118,144 1,164,604

原材料及び貯蔵品 675,902 774,469

繰延税金資産 202,201 106,465

その他 46,018 62,741

貸倒引当金 △235 △236

流動資産合計 11,149,058 10,826,878

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,010,949 5,920,378

機械装置及び運搬具（純額） 1,848,040 1,828,876

工具、器具及び備品（純額） 86,775 83,458

土地 2,283,015 2,280,682

建設仮勘定 72,077 86,017

有形固定資産合計 10,300,857 10,199,413

無形固定資産 69,307 70,613

投資その他の資産   

投資有価証券 3,575,655 3,604,157

従業員に対する長期貸付金 2,471 1,467

繰延税金資産 129,794 130,324

その他 194,224 190,820

貸倒引当金 △2,259 △2,931

投資その他の資産合計 3,899,886 3,923,837

固定資産合計 14,270,051 14,193,864

資産合計 25,419,109 25,020,742
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,829,365 1,836,751

未払法人税等 486,195 69,638

賞与引当金 300,706 148,624

その他 792,445 722,609

流動負債合計 3,408,712 2,777,623

固定負債   

繰延税金負債 31,530 49,235

長期預り金 3,724,486 3,724,486

修繕引当金 297,414 302,219

環境対策引当金 68,000 68,000

退職給付に係る負債 36,705 38,216

その他 11,750 8,750

固定負債合計 4,169,885 4,190,907

負債合計 7,578,598 6,968,530

純資産の部   

株主資本   

資本金 827,500 827,500

資本剰余金 560,993 560,993

利益剰余金 15,869,990 16,069,928

自己株式 △18,042 △18,042

株主資本合計 17,240,441 17,440,379

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 467,489 487,506

為替換算調整勘定 132,579 124,326

その他の包括利益累計額合計 600,069 611,832

純資産合計 17,840,511 18,052,212

負債純資産合計 25,419,109 25,020,742
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 4,380,622 4,505,709

売上原価 3,586,552 3,728,873

売上総利益 794,069 776,835

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 83,701 77,027

給料及び手当 73,182 75,330

賞与引当金繰入額 28,264 33,031

退職給付費用 2,567 2,660

その他 144,855 158,200

販売費及び一般管理費合計 332,570 346,251

営業利益 461,499 430,584

営業外収益   

受取利息 6,090 6,442

受取配当金 14,013 15,171

その他 15,725 14,472

営業外収益合計 35,829 36,085

営業外費用   

為替差損 14,090 26,653

その他 5,569 9,017

営業外費用合計 19,660 35,671

経常利益 477,668 430,999

税金等調整前四半期純利益 477,668 430,999

法人税、住民税及び事業税 95,398 67,192

法人税等調整額 82,560 103,636

法人税等合計 177,958 170,828

四半期純利益 299,709 260,170

親会社株主に帰属する四半期純利益 299,709 260,170
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 299,709 260,170

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 47,603 20,016

為替換算調整勘定 △7,746 △8,253

その他の包括利益合計 39,856 11,763

四半期包括利益 339,566 271,933

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 339,566 271,933
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年

９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の

変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財

務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費 202,765千円 211,631千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 45,175 6.00  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 60,232 8.00  平成27年３月31日  平成27年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 特殊鋼事業 不動産賃貸事業
四半期連結
損益計算書
計上額

売　　上　　高    

外部顧客への売上高 3,830,127 550,495 4,380,622

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 3,830,127 550,495 4,380,622

セグメント利益又は損失（△） 186,892 274,606 461,499

（注）セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 特殊鋼事業 不動産賃貸事業
四半期連結
損益計算書
計上額

売　　上　　高    

外部顧客への売上高 3,945,557 560,151 4,505,709

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 3,945,557 560,151 4,505,709

セグメント利益又は損失（△） 147,305 283,279 430,584

（注）セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 39円81銭 34円56銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
299,709 260,170

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益金額（千円）
299,709 260,170

普通株式の期中平均株式数（株） 7,529,226 7,529,077

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　 該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月10日

東北特殊鋼株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福田　厚 　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 成島　徹　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東北特殊鋼株式
会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平
成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北特殊鋼株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重
要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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